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したがって )(f  が存在するから、 )(f は  0 において微分可能である。(証明終) 
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)(fy  のグラフの概形は右図の通り。 

 

)(f の最大値は 

 
2

1

2

1
1

4

1
2

2

1
2

3









f  ……(答) 

 

y




3



4

1

8

3

2

1

0


